




















































































女のことば 男のことば 両性のことば その他* 計
50年代 55 8 5 1 69
60年代 86 5 7 12 110
70年代 99 ll 18 10 138
80年代 182 3 27 12 224
90年代 78 2 20 13 114
計 501 29 77 48 655































































































































































類 ｡｢スルよ｣の使用のばあいのように実態とはかかわらず､常に ｢最近の く変化)｣とし
て指摘されるという現象を生んでいると考えられる｡
3.1.2.｢ぼく｣の使用
自称詞 ｢ぼく｣の使用も ｢～だ｣類｡｢スルよ｣同様50年間指摘されつづけている ｢最近
の く変化)｣である｡
｡｢おい｡キミい｡ボクはあしたハイクるんだぜ｡どうだい､すぼらしいだろ｣(筆者注 :










































































































































































































































































































こにも一因があるように思う(1989.4.17 投書 読売)｣と､少女の ｢ことばの乱れ-(女
ことば/男ことば〉規範違反｣の責任の一端を負わされている｡






･まず学童に ｢口の体操｣ 汚い河内弁 追放運動始る
｡富山国体と方言 共通語をできるだけ使おう





















































































レデレ ｢とき｣｢ところ｣の区別つけて B･G一年生への指針(1959.4.13 内部 産
経)
｡新BG読本 6 言葉づかい 丁寧だけではダメ テキパキしたやりとりを(1962.4.10
内部 讃売)
(女ことば/男ことば)規範をめぐる戦後の新聞の言説 133
｡職場 新入OLエチケット集 避 けよう公私の混同 敬語の使 い方 に注意 を
(1973.3.29 内部 西日本)
｡OL一年生のみだしなみ 早く卒業したい ｢学生言葉｣ 敬語に注意して(1980.3.30
内部 読売)
≪若い女性向け≫
･貴女の敬語 豊かな身振り表情に新しい時代のコトバ でたらめな ｢お｣は大変困る
(1956.7.18 内部 東京)
･女性のための ｢愛される話し方｣三ヵ条 ムードを大切に ｢悪い断定｣は禁物です
(1962.3.24 加藤広 中日)
｡新美人の条件 (上) 頭の回転が早い 顔よりも親しみやすさ 日本語を完全にしゃ
べる(1977.ll.15 山崎清 日経)
｡女性 に求める 内面的美 しさ 心の動 き示す表情 声､話 し方にもくふ うを
(1967,1.30 内部 読売)
≪新婚の女性向け≫
｡しゅうとがいる目の前で- 夫を呼び捨てはおかしい(1970.ll,2 古谷糸子 東京)
｡ことばのマナー 自分の夫のこと 姑には夫の名まえにさんづけ-･(1977.9.4野元菊
雄)


























｡(女性)論の現在 2 ジェンダー セックスと別の社会 ｡文化的性 女言葉との相関
関係(1985.7.2 内部 (由里幸子記者) 朝日)
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